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市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
台

頭
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
国
内
で
も
解
散
総
選
挙
に
よ
り
第
４
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
本
県
で
は
新
た
に
大

井
川
知
事
が
誕
生
す
る
な
ど
、
選
挙
が
多
く
実
施
さ
れ
た
年
で
し
た
。
ま
た
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な
自
然

災
害
が
頻
発
し
、
我
が
国
で
も
九
州
北
部
豪
雨
災
害
や
台
風
が
相
次
い
で
上
陸
す
る
な
ど
、
自
然
災
害
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
が
、
本
市
で
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く
明
る
い
話
題
の
多
い
一
年
で
し
た
。

　
大
相
撲
で
は
、
本
市
出
身
の
髙
安
関
が
大
関
に
昇
進
い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
髙
安
関
に
は
、
本
市
の
誇
り

と
し
て
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
夏
に
は
、
本
市
初
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

を
採
用
し
た
川
口
運
動
公
園
野
球
場
が
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ス
タ
ジ
ア
ム
土
浦
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、１０
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、常
磐
線
の
東
京
駅
品
川
駅
乗
り
入
れ
が
大
幅
に
増
便
さ
れ
、

長
年
の
要
望
活
動
が
実
る
結
果
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、

県
内
最
大
規
模
の
新
図
書
館
を
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
と
も
に「
ア
ル
カ
ス
土
浦
」と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
国
大
公
王
女
両
殿
下
を
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い
て
歓
迎
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大

変
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
は
、
第
８
次
土
浦
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
大
事
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
新
治
学
園
義
務
教
育
学
校
の
開
校
を
は
じ
め
本
市
全
域
で
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
再
整
備
事
業
や
市
民
会
館
耐
震
化
及
び
大
規
模
改
造
事
業
、
神
立
駅
西
口
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
延
命
化
事
業
、
そ
し
て
日
本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
構
築
な
ど
、
未
来

へ
と
つ
な
ぐ
基
幹
事
業
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
改
め
て
、「
地
域
力
」と「
市
役
所
力
」が
一
体
と
な
っ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
行
財
政
改
革
の
推
進
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
政
の
更

な
る
発
展
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
内
平
ら
か
に
外
成
る
地
平
ら
か
に
天
成
る「
平
成
」の
元
号
も
今
年
は
３０
年
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
す
。
本
年
が
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
平
成
の
名
の
と
お
り
平
和
で
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

土
浦
市
長　
　

中　

川　
　

清
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問
市
立
図
書
館（
☎
８
２
３・４
６
４
６
）

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
図
書
館

　
昨
年
11
月
２７
日
、
待
ち
に
待
っ

た
新
図
書
館
が
、
土
浦
駅
北
地
区

の「
ア
ル
カ
ス
土
浦
」内
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
面
積
は
約

５
１
２
０
㎡
、
最
大
56
万
冊
を
収

蔵
可
能
な
県
内
最
大
規
模
の
図

書
館
で
す
。
オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
お

よ
そ
５
０
０
０
人
が
来
館
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
た
な
名
所
と
な
っ

た
新
図
書
館
の
魅
力
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。

時間／【第１月曜日、火～金曜日】　10：00～20：00
　　　【土・日・祝日】　　　　　　10：00～18：00
貸出期間／15日
貸出点数／図書・雑誌…10冊、紙芝居…２冊、
　　　　　視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ）…３点

図書館利用案内

◀３階の「空中ラウンジ」。大きな窓が特徴です。日中はたくさんの
自然光が入り開放的で、夜は駅前のイルミネーション（１月31日
まで）が見え、昼と夜で違った雰囲気を楽しむことができます。

新
図
書
館
へ

　
　
　
　
行
っ
て
み
よ
う

新
図
書
館
へ

　
　
　
　
行
っ
て
み
よ
う

　

新
図
書
館
は
こ
れ
ま
で
の
図

書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
駅
か
ら
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
通
っ
て
館

内
に
入
る
と
、
木
の
ぬ
く
も
り
が

あ
ふ
れ
る
、
居
心
地
の
良
い
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
り

ま
す
。
あ
ち
こ
ち
に
た
く
さ
ん
の

お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
が

置
か
れ
、
多
く
の
方
が
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
の
種
類
も
豊
富
で
、
雑
誌
や

文
庫
な
ど
読
み
や
す
い
も
の
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
２
階
の「
ヨ

ム
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
」や
３
階
の

「
空
中
ラ
ウ
ン
ジ
」で
は
、
飲
み
物

を
飲
み
な
が
ら
の
読
書
を
楽
し

む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
館
内
で
、
ご
自
分
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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▲キッズコーナー。床は柔らかく床暖房に
　なっているので、冬でも裸足で楽しめます。

お
子
さ
ん
・
保
護
者
に

　
　
　
　
　
嬉
し
い
図
書
館

　

２
階
に
は
お
子
さ
ん
が
楽
し

め
る「
こ
ど
も
の
本
エ
リ
ア
」が

あ
り
ま
す
。
背
の
低
い
棚
や
、
角

が
丸
い
木
製
の
椅
子
と
机
な
ど
、

お
子
さ
ん
に
合
わ
せ
た
つ
く
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
本
の
除
菌

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
衛
生
面
も
安
心
で
す
。

　
児
童
書
・
絵
本
・
紙
芝
居
が
豊

富
に
揃
い
、
中
央
に
は
お
子
さ
ん

専
用
の
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

新
し
く
で
き
た「
お
は
な
し
の

へ
や
」で
は
、
定
期
的
に
職
員
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お

は
な
し
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
楽

調
べ
物
・
学
習
が

　        

は
か
ど
る
図
書
館

　
新
図
書
館
に
は
、
落
ち
着
い
て

調
べ
物
や
学
習
が
で
き
る
よ
う

に
閲
覧
席
、
研
究
個
室
や
学
習
室

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

書
庫
や
自
動
貸
出
機
が
新
し
く

導
入
さ
れ
、
よ
り
効
率
的
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
各
分
野
に
わ
た
る
専

門
図
書
や
地
域
資
料
が
豊
富
に

揃
っ
て
い
て
、「
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
コ
ー
ナ
ー
」や「
オ
ン
ラ
イ
ン

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」な
ど
調
べ
る

手
段
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

▲２階の「こどもの本エリア」。棚がお子さんの目線にあった高さになっているので、気に
　入った本を自分でとることができます。段差がなく、ベビーカーも安心です。

▲パソコン専用コーナーには各席に電源があるので、パソコンを持ち込ん
　で作業ができます。館内は無料Wi-Fiも完備しています。

▲新しくできた「おはなしのへや」。階段状の
　椅子に三角窓の可愛らしいお部屋です。

　
新
図
書
館
は
、
す
べ
て
の
世
代

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
身
近
な

存
在
で
す
。
こ
れ
ま
で
図
書
館
を

利
用
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
方

も
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
は
い
か
か

で
し
ょ
う
か
。

ここに注目！

　学習室は、より静かな環境で集中して学
習できるスペースです。席数は 95 席で、
対面が曇りガラスになっているので前の
人が気になりません。

　利用をされる際
には、学習室の入口
脇にある「座席利用
受付システム端末」
で利用申請をし、レ
シートを発行して
席を利用してくだ
さい。
※受付システムには、
　図書館の利用カード
　が必要となります。

利用カードをかざして
席を選ぶだけ！

４階学習室

し
み
く
だ
さ
い
。
お
は
な
し
の
へ

や
の
脇
に
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

が
喜
ぶ
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
も
ゆ
っ

く
り
図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
毎
週
火
曜
日
に
は
託
児

サ
ー
ビ
ス「
つ
ち
ま
る
ー
む
」（
要

予
約
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

を
希
望
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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11
月
28
日
㈫

天
皇
皇
后
両
陛
下
お
よ
び
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
の
ア
ン
リ

大
公
殿
下
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

王
女
殿
下
が
土
浦
市
を
ご
訪
問

さ
れ
ま
し
た

①
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
昨
年
11
月
28
日
㈫
、
国
賓
と
し

て
ご
訪
日
さ
れ
て
い
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
の
ア

ン
リ
大
公
殿
下
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
王
女
殿
下
と
と
も

に
土
浦
市
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
陛
下
の
ご
来
県
は
平
成
28
年
10
月
に
ベ
ル
ギ
ー
王

国
国
王
夫
妻
と
結
城
市
を
ご
訪
問
さ
れ
て
以
来
、
約
１

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　
両
陛
下
を
乗
せ
た
お
召
し
列
車
は
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
か
ら

出
発
し
、
午
前
11
時
19
分
、
常
磐
線
土
浦
駅
に
到
着
し

ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
２
０
１
９
年
の
ご
退
位
が
伝
え

ら
れ
る
中
、
駅
前
に
は
両
陛
下
の
お
姿
を
一
目
見
よ
う

と
、
約
１
１
０
０
人
の
市
民
が
集
ま
り
、
両
国
の
小
旗

を
振
っ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。
両
陛
下
は
こ
の
歓
迎
に
対

し
て
、
手
を
振
っ
て
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
浦
市
役
所
で
の
御
小
憩
後
、
市
役
所
前
の「
う
ら

ら
広
場
」で
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
ま
ず
、
土
浦
第
二
小
学
校
の
児
童

に
よ
り
、
茨
城
が
舞
台
に
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
ひ
よ
っ
こ
」の
主
題
歌
な
ど
２
曲
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
合
唱
後
、
皇
后
陛
下
か
ら「
い
い
顔
で
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
お
声
を
か
け
ら
れ
た
児

童
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
笑
顔
で
答
え
て
い

ま
し
た
。
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②③

④⑤

⑥

⑦

⑧

　

続
い
て
、
小
中
高
生
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
亀
城

太
鼓
保
存
会
」が
、
郷
土
芸
能
で
あ
る「
亀
城
太
鼓
」を

披
露
し
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
霞
ケ
浦
」な
ど
の
演

奏
後
、
天
皇
陛
下
に「
楽
し
い
で
す
か
」、「
い
っ
ぱ
い

練
習
し
た
の
で
す
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
元
気
よ
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
披
露
し
た
合
唱
や
太
鼓
の
音
色
に
、

両
陛
下
は
笑
顔
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
、
両
陛
下
お
よ
び
ア
ン
リ
大

公
殿
下
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
王
女
殿
下
は
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
ご

視
察
す
る
た
め
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
約
６
３
０
０
人
の

市
民
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
つ
く
ば
市
へ
移
動
さ
れ
ま

し
た
。

①駅前に集まった人たちにお応えになる両陛下
②土浦駅に到着したお召し列車
③沿道で両陛下を心待ちにする人たち
④両陛下をご案内する中川市長
⑤セレモニーで拍手を送られる皇后陛下とアレ
　クサンドラ王女殿下
⑥御料車内でアンリ大公殿下と談笑される天皇
　陛下
⑦土浦市立第二小学校の合唱の様子
⑧亀城太鼓保存会の演奏の様子



広報つちうら　№ 1210　6

土浦市役所　☎826-1111
防災行政無線　　0120-826113
マイシティつちうら
まちの話題やニュースをお届けし
ます。土浦ケーブルテレビ　デジ
タル11ch（111ch）【毎日 9：00/12：
00/16：00/20：00の各15分】

情報ひろば情報ひろば
日 日時・日程
会場場

対 対象者

内 内容
定 定員

問 問い合わせ

申 申込方法
料金・受講料￥

持 持ち物

締め切り

他 その他

講 講師

土浦市メールマガジン
行政、子育て、健康づくり、
観光・イベントなどの情報
をメールでお届けします。

登録はこちら

男
女
共
同
セ
ミ
ナ
ー

「
女
性
の
た
め
の
防
犯
教
室
」

日
１
月
20
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

場
本
庁
舎
２
階
研
修
室
１
・
２

講
土
浦
警
察
署
員
ほ
か

内
講
演「
防
犯
に
つ
い
て
」、寸
劇

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
に
気
を
つ
け

て
」ほ
か

定
50
人（
先
着
順
）

申
電
話
で

問
市
民
活
動
課（
☎
８
２
７・１
１

０
７
）

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
未
使
用
切

手
を
募
集
し
ま
す

日
１
月
19
日
㈮
～
28
日
㈰

場
収
集
場
所
／
本
庁
舎
１
階
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー
、
各

地
区
公
民
館

問
土
浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
市
民
活
動
課
内　

☎
内
線
２

０
３
１
）

文
化
財
防
火
デ
ー
防
火
訓
練

　
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し
た

１
月
26
日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
防
火

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
１
月
19
日
㈮　
午
前
10
時
か
ら

場
亀
城
公
園

内
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
水
消
火
器
に

よ
る
消
火
訓
練
な
ど

問
文
化
課（
☎
内
線
５
１
２
０
）

上
高
津
貝
塚
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
郷
土
研
究
発
表
会

日
１
月
27
日
㈯　
午
前
10
時
～
正
午

子
ど
も
郷
土
研
究
作
品
展
示

日
１
月
27
日
㈯
～
２
月
18
日
㈰

問
上
高
津
貝
塚（
☎
８
２
６・７
１

１
１
）

情報ひろば

み
ん
な
で
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
１
月
27
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

～
４
時（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
午
後
１
時
か
ら
）

場
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
陣
内
雄
次
さ
ん（
宇
都
宮
大
学

教
授
）ほ
か

内
基
調
講
演「
協
働
×
地
域
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
＝
？
」、
パ
ネ

ル
ト
ー
ク
ほ
か

問
市
民
活
動
課（
☎
内
線
２
２
３
４
）

手
を
つ
な
ぐ
子
ら
の
作
品
展

日
１
月
20
日
㈯
～
25
日
㈭　
午
前

９
時
～
午
後
5
時（
月
曜
休
館
）

場
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
、
県
立
特
別
支
援
学
校
児
童

生
徒
の
作
品
を
展
示

問
土
浦
第
二
小
学
校（
☎
８
２
１・

０
２
０
５
）

土
浦
市
生
活
支
援
担
い
手
養
成

講
座

日
２
月
19
日
㈪　
午
前
10
時
～
午

後
４
時
、
22
日
㈭　
午
前
９
時

～
午
後
４
時
、
26
日
㈪　
午
前

10
時
～
午
後
４
時（
全
３
回
）

場
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
ほ
く

（
菅
谷
町
）

内
介
護
保
険
制
度
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど

￥
１
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
高
齢
福
祉
課
に
あ
る
申
込
書
を

郵
送

１
月
31
日
㈬

問
同
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

日
２
月
20
日
㈫　
午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分（
受
け
付
け
は
午

前
９
時
か
ら
）

場
消
防
本
部
３
階
講
堂

定
40
人（
先
着
順
）

￥
１
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
１
月
25
日
㈭　
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
の
間
に

直
接

問
消
防
本
部
予
防
課（
☎
８
２
１・

５
９
６
７
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
工
作
教
室

日
１
月
28
日
㈰　

午
前
11
時
か

ら
、
午
後
２
時
か
ら

場
同
セ
ン
タ
ー

対
小
学
生
以
下（
保
護
者
同
伴
）

内
ビ
ー
ズ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り

定
各
回
10
人（
先
着
順
）

問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
８
２
６
・
４

８
２
９
）

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童

お
祝
い
の
集
い

日
３
月
３
日
㈯　
午
前
10
時
～
11

時
30
分

場
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ
ラ
２ 
４
階
）

対
平
成
30
年
度
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

内
入
学
祝
い
品（
学
用
品
）の
贈

呈
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
２
月
14
日
㈬
、
20
日
㈫
、
28
日

㈬
、
３
月
７
日
㈬
、
14
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４

時（
全
５
回
）

場
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ
ラ
２ 

４
階
）

対
講
座
受
講
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
活

動
で
き
る
方

内
子
育
て
に
関
す
る
知
識
な
ど

定
20
人（
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
）

２
月
２
日
㈮

申
電
話
で

問
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
８
２

１
・
５
９
９
５
）

１
月
22
日
㈪

申
電
話
で

問
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
８
２

１
・
５
９
９
５
）

（
〒
３
０
０‐０
０
２
１　
菅
谷

町
１
１
６
８‐１　
☎
８
９
３・

３
１
１
９
）
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茨
城
い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養

成
講
座
受
講
生
募
集

日
募
集
期
間
／
２
月
１
日
㈪
～
５

月
７
日
㈪

対
23
歳
以
上
の
方

内
活
動
内
容
／
自
殺
予
防
を
目
的

に
、
電
話
相
談
を
受
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

※
研
修
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
☎
８
５
２
・
８
５
０
５
）

障
害
者
就
職
面
接
会

日
２
月
８
日
㈭　
午
後
１
時
～
３

時
30
分

場
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲（
つ
く

ば
市
小
野
崎
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦（
☎
８
２

２
・
５
１
２
４
）

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学

校
通
信
制
課
程
生
徒
募
集

日
受
付
期
間
／
一
般
入
学
…
３
月

13
日
㈫
～
26
日
㈪
、
編
入
学
・

転
入
学
…
3
月
７
日
㈬
～
12
日

㈪（
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
同
高
等
学
校（
☎
０
２
９
・
２

４
７
・
４
２
８
４
）

情報ひろば

市政のお知らせ information

パブリックコメントを募集します

問障害福祉課（☎内線2339 FAX 826‐7118　 shougai@city.tsuchiura.lg.jp）

募集対象／
　第５期土浦市障害福祉計画・障害児福祉計画（案）に
ついて
公表方法／
　障害福祉課、情報公開室、各支所・出張所、各地
区公民館での閲覧および市ホームページへの掲載
募集期間／
　１月5日（金）～25日（木）

意見を提出できる方／
　市内に居住または通勤・通学している方、または
市内に事務所などがある個人や法人・団体の方
提出方法／
　住所、氏名（名称）、電話番号を記入し、郵送、ファ
クス、メールまたは直接

市政のお知らせ information

平成30年度土浦市奨学生を募集します

問教育総務課（☎内線5103）

応募資格／
　平成30年３月に市立中学校を卒業し、４月から県内
の高等学校に進学を予定しており、次の要件を全て満た
している方
◉経済的理由により就学が困難と認められる方
◉引き続き１年以上市内に住所を有している方（扶養義
務者またはこれに準ずる方も含みます）

◉成績良好、品行方正であること
◉他の奨学金を受けていないこと

募集人数／16人
給付金額／月額7000円
応募方法／
　応募には現在通学している中学校長からの推薦が
必要です。事前に担任の先生にご相談ください。
応募締切／２月７日（水）

市政のお知らせ



広報つちうら　№ 1210　8広報つちうら　№ 1210　8広報つちうら　№ 1210　8広報つちうら　№ 1210　8

市
内
発
見
の
古
墳
時
代
の
オ
ニ
ギ
リ

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
館
長
を
兼
任
さ
せ
て
頂
き
、
７
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
上
高
津
貝
塚
で
第
19
回
企
画
展
「
み
ん
な
の
知
ら
な
い
植
物
の
世
界
―
適
材
適
所
の
考
古

学
」
を
開
催
し
、関
東
一
円
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
植
物
遺
存
体
や
炭
化
物
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
の
収
蔵
庫
の
中
か
ら
興
味
深
い
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ニ
ギ

リ
状
の
炭
化
物
で
、
１
９
７
８
年
秋
に
土
浦
市
教
育
委
員
会
が
緊
急
に
発
掘
調
査
し
た
一
丁
田
台
遺
跡（
木
田

余
）か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
緊
急
調
査
を
契
機
に
、
土
浦
市
教
育
委
員
会
は
３
年
を
費
や
し
て
市

内
遺
跡
の
悉し
っ
か
い皆
調
査
を
行
い
、『
土
浦
の
遺
跡
』（
１
９
８
４
年
刊
行
）を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
日
の
考
古
学
遺

跡
の
保
存
・
整
備
体
制
が
確
立
し
た
記
念
す
べ
き
調
査
で
し
た
。

　
こ
の
遺
跡
は
古
墳
時
代
の
集
落
跡
で
、
周
辺
の
都
市
化
に
よ
っ
て
調
査
時
に
は
大
半
が
失
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
３
棟
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
東
西
に
等
間
隔
に
並
ん
で
検
出
さ
れ
、
中
央
の
２
号
住
居
跡
か
ら
オ
ニ
ギ

リ
状
の
炭
化
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
住
居
跡
は
３
棟
共
に
６
世
紀
後
半
の
同
時
期
の
遺
構
で
、
２
号
住
居
跡
は
深
さ
60
セ
ン
チ
、
一
辺
約

新
春
　
博
物
館
長
が
語
る

▲オニギリ状の炭化物が出土した２号住居跡

広報つちうら　№ 1210　8

土
浦
市
立
博
物
館
長

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
館
長

茨
城
大
学
名
誉
教
授

茂
木
雅
博
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５
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
、
北
西
壁
の
中
央
に
竈か
ま
どを

備
え
た
４
本
柱
の
竪
穴
式
で
、
床
面
に
は

土は

じ

き
師
器
や
須す

え

き
恵
器
が
全
部
で
10
個
程
出
土
し
ま
し
た
。
住
居
内
に
は
焼
土
が
多
く
堆
積
し
、

建
物
は
廃
棄
後
に
焼
却
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
炭
化
木
材
が
多
量
に
検
出

さ
れ
、
竈
西
側
の
柱
穴
寄
り
の
南
側
床
面
か
ら
、
ひ
と
か
た
ま
り
の
炭
化
物
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
炭
化
物
は
一
部
に
網あ
じ
ろ代
状
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
、
明
ら
か
に
蒸
さ
れ
た
米
で
、

現
在
は
シ
ャ
ー
レ
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
い
も
の
で
５
セ
ン
チ
×
４
セ
ン
チ

の
塊
が
２
個
、
３・５
セ
ン
チ
×
２
セ
ン
チ
の
塊
が
１
個
、
更
に
２
セ
ン
チ
前
後
の
塊
が
16
個

程
あ
り
ま
す
。
分
離
し
た
米
粒
も
何
点
か
あ
り
、
計
測
す
る
と
縦
６
ミ
リ
、
横
２
ミ
リ
の
短

粒
で
丸
み
を
帯
び
た
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
に
属
す
る
米
で
し
た
。
網
代
状
の
痕
跡
か
ら
、
網
代
編
み

の
容
器
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
資
料
は
県
内
で
も
数
カ
所
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
古
の
例
に
東
海
村
豊

岡
宮
前
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
５
世
紀
後
半
の
オ
ニ
ギ
リ
状
の
炭
化
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

オ
ニ
ギ
リ
状
の
炭
化
物
は
玄
米
で
、
調
理
前
の
生
米
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
ひ
た
ち
な
か
市
武
田
西
塙
遺
跡
か
ら
は
平
安
時
代

（
９
世
紀
後
半
）の
オ
ニ
ギ
リ
が
木
製
曲ま

げ
物も
の

の
中
か
ら
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
海
村
の
資
料
が
生
米
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、
茨
城
県
最
古
の
オ
ニ
ギ
リ
は
土
浦
市
か
ら
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
網
代
痕
が
あ
る
オ
ニ
ギ
リ
の
例
は
、
横
浜
市
北き
た

川が
わ
お
も
て
表
の
上う
え
遺
跡
第
40
号
住
居
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
後
期
の
オ
ニ
ギ
リ
で
、
笹
を
編
ん
だ
弁
当
箱
に

入
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
暖
か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
市
内
の
遺
跡

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
ど
ん
な
歴
史
を
掘
り

出
す
か
、
楽
し
み
で
す
。
調
査
・
研
究
し
た
成
果
を
皆
様

に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲出土したオニギリ状の炭化物

▲炭化した米粒
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新
春
文
芸

栗
田　

幸
一

渡
部　

克
美

生
稲
真
理
子

井
上　

寛
江

松
﨑　

國
男

菊
地　

公
代

櫻
井　

雅
江

　

八
月
の
早
朝
、
霞
ヶ
浦
沿
線
の
堤
よ
り
眺
め
た
蓮
田
は
、
純
白
の
花
が
咲

き
広
が
り
、
蓮
田
の
海
の
よ
う
な
風
景
で
し
た
。

　

初
春
の
筑
波
嶺
を
仰
ぎ
見
る
と
、
澄
み
渡
る
大
空
に
く
っ
き
り
と
聳
え
立

つ
。
崇
高
さ
に
、
万
葉
び
と
も
合
掌
し
た
事
で
し
ょ
う
。

　

少
年
は
懸
命
に
自
転
車
を
漕
い
で
通
り
過
ぎ
た
。心
地
好
い
風
を
残
し
て
。

今
で
も
、
飛
行
機
雲
を
見
る
と
、
あ
の
時
の
少
年
を
思
い
出
す
。

　

早
春
の
一
日
。
筑
波
山
に
行
っ
た
折
り
の
作
で
あ
る
。
限
り
な
い
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
一
首
で
あ
る
。

　

う
す
紅
色
の
侘わ

び
す
け助
椿
が
姿
を
崩
さ
ず
つ
く
ば
い
の
水
に
浮
い
て
い
る
。
こ

の
静
か
な
風
情
に
再
び
戦
争
の
起
き
な
い
こ
と
を
祈
る
の
で
あ
る
。

　

故
郷
の
北
海
道
で
は
凍
る
こ
と
を
、
凍し
ば

れ
る
と
言
い
ま
す
。
幼
少
の
頃
は
滑

ら
な
い
様
に
歩
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

若
い
頃
あ
る
流
派
の
初
釜
に
出
た
こ
と
が
あ
る
。
香
の
薫
る
茶
室
で
の
一
服

の
お
薄う

す

の
清
々
し
か
っ
た
こ
と
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

土
浦
に
移
り
住
ん
で
三
十
五
年
。
故
郷
の
古
河
の
倍
を
生
き
、
花
室
川
の

実
景
を
歌
に
し
、
終
の
住
処
と
な
る
。

朝
つ
ゆ
の
堤
に
立
て
ば
白
、
白
、
白
、
一
望
千
里
蓮
の
花
咲
く

透
き
徹
る
御み
そ
ら空
に
聳そ
び

ゆ
る
筑
波
嶺
は
万
葉
び
と
も
拝
お
ろ
が
み
あ
ら
ん

蒼
天
に
自
転
車
を
漕
ぐ
少
年
の
わ
だ
ち
の
よ
う
な
飛
行
機
雲
が

屈か
が
まり
て
片
栗
の
花
咲
く
を
見
つ
筑
波
の
な
だ
り
雪
の
あ
わ
い
に

寒
さ
が
好
き
と
咲
け
る
わ
び
す
け
蹲
つ
く
ばい

に
花
を
浮
か
べ
て
真
昼
し
ず
け
し

友
よ
り
の
手
書
き
の
賀
状
読
み
返
す
凍し
ば

れ
し
道
も
今
は
な
つ
か
し

香こ
う　

か
お
る
春
の
茶
室
に
さ
緑
の
薄
茶
の
清
く
の
み
ど
に
甘
し

土
浦
に
土
地
買
ひ
家
を
建
て
て
佳
し
田
仕
舞
の
蛙
に
鼬
い
た
ち
振
り
向
く

　

孫
達
は
私
の
煮
物
が
大
好
き
で
す
。
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
今
年

も
お
節
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

手
づ
く
り
の
お
節
の
好
き
な
孫
の
顔
思
ひ
こ
と
こ
と
黒
豆
煮
を
り

　

寝
積
む
と
は
、
忌
み
言
葉
の
ひ
と
つ
で
元
日
に
寝
る
こ
と
を
言
う
。
子
ど

も
ら
は
夢
の
中
で
、
布
袋
に
会
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

先
ず
富
士
山
を
仰
ぐ
こ
と
よ
り
私
の
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
す
っ
く
と
立

つ
美
し
さ
は
感
動
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

此
の
度
の
選
挙
は
特
に
離
合
集
散
の
激
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
政
治
に
か

か
わ
る
事
は
崇
髙
な
仕
事
と
思
う
が
、
国
民
の
為
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

正
月
に
奈
良
へ
旅
を
し
初
詣
で
し
た
。
訪
れ
た
周
辺
の
社
寺
ど
こ
も
和
服

姿
の
晴
れ
や
か
さ
が
目
立
ち
お
正
月
気
分
を
満
喫
し
た
。

　

毎
年
正
月
間
に
合
う
よ
う
に
菜
の
花
の
種
を
蒔
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
に
せ
幸
せ
の
黄
色
い
花
で
す
か
ら
…
。

　

朝
日
に
向
い
手
を
あ
わ
す
。
若
い
と
言
い
つ
つ
も
老
い
は
日
に
お
い
か
け

て
く
る
。
希
望
を
持
っ
て
、
す
べ
て
を
神
に
ゆ
だ
ね
て
生
き
る
。

　

思
い
出
の
山
ノ
荘
小
学
校
も
廃
校
と
な
り
新
校
舎
に
三
校
統
合
の
春
。
故

郷
の
山
は
変
わ
ら
ず
雄
大
に
児こ

ら
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

統
廃
合
の
歴
史
な
つ
か
し
校
歌
弾
く「
宝
篋
小
野
に
竜
ヶ
峰
」の
春

寝い
ね
つ積
み
の
子
ら
は
布
袋
の
や
う
な
顔
そ
つ
と
布
団
を
か
け
な
ほ
し
や
る

マ
ン
シ
ョ
ン
の
三
十
階
の
窓
に
立
ち
富
士
見
し
こ
と
も
け
ふ
の
よ
ろ
こ
び

髙
く
咲
く
野
の
コ
ス
モ
ス
に
選
挙
カ
ー
の
連
呼
の
声
の
虚
ろ
な
響
き

振
袖
に
若
人
賑
わ
う
初
詣
で
春
日
大
社
の
参
道
行
き
交
う

正
月
の
た
め
に
蒔
き
た
る
菜
の
花
の
は
つ
か
な
黄
色
椀
だ
ね
に
摘
む

朝あ
さ
か
げ光
を
受
け
し
吾あ

が
身
も
黄
昏
れ
て
輝
く
一
年
神
に
あ
づ
け
ん酒

寄　

広
子

根
本　

晴
市

瀬
古
澤
和
子

佐
藤　

哲
子

腰
山　

佑
子

菊
田　

智
子

和
気　

明
美

荒
井　

洋
子

新
春
に
詠
む
短
歌

新
春
に
詠
む
短
歌

井
上　

秀
子
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谷
藤
美
智
子

浅
野
ゆ
き
子

久
保
田
莉
凡

山
本
千
栄
子

高
木
ひ
ろ
し

後
藤　

建
坊

石
引
た
か
女

田
邉　

余
市

二
世
帯
の
お
せ
ち
分
け
合
う
初は

る春
の
膳

わ
か
さ
ぎ
の
お
頭
つ
き
で
お
節
重

干
支
同
じ
曾
孫
を
抱
い
て
母
笑
顔

母
の
味
受
け
継
ぐ
雑
煮
修
行
中

初
詣
で
小
さ
い
け
れ
ど
夢
ひ
と
つ

初
夢
は
富
士
の
雄
姿
と
決
め
て
お
く

「
な
が
き
よ
の
…
…
」歌
を
枕
に
お
正
月

ミ
サ
イ
ル
の
飛
び
交
う
浦
も
初
日
の
出

　

キ
ッ
チ
ン
の
違
う
二
世
帯
同
居
、
せ
め
て
お
正
月
ぐ
ら
い
は
老
若
好
み
の
お

せ
ち
を
分
け
合
っ
て
同
じ
食
卓
で
い
た
だ
く
の
も
家
庭
円
満
と
言
う
も
の
。

　

大
晦
日
に
な
る
と
大
き
目
の
焼
公
魚
を
買
っ
て
来
て
お
節
重
の
中
央
に

堂
々
と
盛
り
付
け
る
。
公
魚
と
目
が
合
っ
た
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
！

　

母
は
初
め
て
の
曾
孫
が
同
じ
干
支
な
の
を
喜
ん
で
い
る
。
次
回
の
干
支
も

一
緒
に
元
気
に
迎
え
て
ほ
し
い
。

　

作
り
方
を
聞
い
て
も
目
分
量
よ
と
笑
う
義
母
と
同
じ
材
料
で
作
っ
て
み
て

も
何
か
が
違
う
。雑
煮
好
き
な
夫
の
為
に
も
母
の
味
に
近
付
き
た
い
と
思
う
。

　

生
き
て
い
る
限
り
、
何
か
目
指
す
も
の
を
持
ち
続
け
た
い
。
た
と
え
そ
れ

が
他
愛
な
い
、
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
。

　

毎
年
平
凡
な
正
月
を
迎
え
て
い
る
の
で
、
今
年
こ
そ
良
い
運
に
恵
ま
れ
る

よ
う
富
士
の
雄
姿
を
見
よ
う
と
決
心
し
た
。

　

元
日
の
夜
、
良
い
初
夢
を
見
る
様
に
と
父
が
書
い
て
く
れ
た
回
文
歌
。
そ

れ
を
枕
の
下
に
敷
い
て
寝
た
正
月
の
思
い
出
。子
や
孫
に
私
も
書
い
て
あ
げ
る
。

　

北
の
技
術
が
進
歩
し
日
本
の
上
空
は
通
り
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
聞

が
騒
ぐ
ほ
ど
実
害
は
な
い
が
穏
や
か
な
初
日
が
拝
め
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
だ
。

新
春
に
詠
む
川
柳

新
春
に
詠
む
川
柳

新
し
き
年
迎
え
た
る
湖
光
か
な

吉
田　

博
子

肉
筆
へ
ま
ず
目
が
行
く
や
年
賀
状

山
本
慶
吉
郎

繭
玉
の
揺
れ
る
蔵
町
通
り
か
な

山
根　

延
子

波
静
か
万
福
運
び
初
日
の
出

増
田　

洋
子

寒
雁
の
群
れ
轟
く
や
日
の
出
前

土
屋
佐
奈
江

顔
合
わ
せ
に
こ
に
こ
嬉
し
お
年
玉

土
田　

信
子

初
夢
の
ち
ち
は
は
今
も
笑
い
お
り

高
田　

智
子

朱
き
実
に
同
じ
鳥
来
る
お
正
月

狩
谷　
　

諭

　

心
地
よ
い
緊
張
感
。
そ
し
て
無
事
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
、

感
謝
し
て
過
ご
し
た
い
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界
の
平
和
を
願
い
つ
つ
。

　

年
賀
状
は
ほ
と
ん
ど
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に「
お
元
気
で
す
か
」

の
一
言
で
も
手
書
き
の
字
が
あ
る
と
達
筆
で
も
癖
字
で
も
嬉
し
さ
が
増
す
。

　

繭
玉
は
正
月
の
縁
起
物
。
繭
の
収
穫
を
願
っ
た
養
蚕
の
名
残
り
も
、
い
ま

は
商
店
街
の
軒
下
で
華
や
か
に
揺
れ
、年と

し
ほ祝
ぎ
の
風
物
詩
と
な
り
客
を
呼
ぶ
。

　

澄
み
渡
る
水
平
線
。
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
る
初
日
の
出
。
そ
の
輝
き
は
崇
高
だ
。

そ
れ
は
人
々
の
願
い
、
希
望
を
運
ん
で
く
る
よ
う
に
。
一
年
を
輝
か
そ
う
。

　

郷
里
の
伊
豆
沼
は
十
万
羽
の
雁
や
白
鳥
が
越
冬
す
る
。空
が
明
け
る
こ
ろ
、

一
斉
に
鳴
き
交
わ
し
な
が
ら
飛
び
立
つ
光
景
は
身
震
い
す
る
ほ
ど
感
動
的
だ
。

　

普
段
は
な
か
な
か
来
な
い
孫
た
ち
。
お
正
月
に
は
必
ず
顔
を
そ
ろ
え
る
。

お
年
玉
を
も
ら
っ
て
大
喜
び
。
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
「
一
富
士
二
鷹
三
茄
子
」。
縁
起
の
良
い
夢
を
順
に
並
べ
た
諺

こ
と
わ
ざ。

特
に
新
年

の
初
夢
に
。一
説
に
駿
河
の
名
物
と
も
。で
も
最
高
の
初
夢
は
父
母
の
こ
と
だ
。

　

南
天
・
万
両
・
千
両
・
も
ち
の
実
な
ど
の
朱
が
彩
を
添
え
る
冬
。
今
年
も

い
つ
も
来
る
鳥
た
ち
が
賑
や
か
に
や
っ
て
き
た
。元
気
に
一
年
を
過
ご
そ
う
。

新
春
に
詠
む
俳
句

新
春
に
詠
む
俳
句
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今年はどんな１年にしたい？

　いよいよ新しい１年が幕をあけました。今年はいった
いどんな年になるのでしょうか？皆さんの新年に対する
想いや願いを筆にしたためていただきました！さぁ、あ
なたはどんな2018年にしたいですか？たくさん想い・
願いが叶う１年でありますように！

土浦ぶらりスタンプラリー
集めて、貰おう、記念品

絶賛開催中！

いよいよ１月３１日まで！
４か所まわって
記念品をゲット！

詳しくは
コチラ！


